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　本誌掲載の記事を読み，学習することは「土木学会」，「建設コンサル
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得につきましては，申請する各団体により異なりますのでご確認下さい。
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建設現場のオートメーション化特集 建設現場のオートメーション化

1.　はじめに

国土交通省では，2012 年度から土木事業にお
いて調査・設計段階から 3次元モデルを導入し，
一連の建設生産システムの効率化・高度化を図る
CIMの試行を開始した。2012 年度は，11件の詳細
設計業務について実施した。併せて「CIM制度検
討会」と「CIM技術検討会」が発足し，2014 年
度にはさらに「産学官 CIM検討会」が立ち上げ
られ，制度と技術の両面から検討が進み，「CIM
導入ガイドライン」をはじめとした基準類が整備
された。2016 年度からは，検討会が CIM導入推
進委員会に一本化され検討が進み，2018 年度に
は名称を CIMから BIM/CIM に改め，取り組み
を加速。2023 年度からは，直轄土木業務・工事
においてBIM/CIMを原則適用することとした。
また，その目的について，2012 年度は「CIMと
は，調査・設計段階から 3次元モデルを導入し，
施工，維持管理の各段階での 3 次元モデルに連
携・発展させることにより，設計段階でのさまざ
まな検討を可能とするとともに，一連の建設生産
システムの効率化を図るものである。3次元モデ
ルは，各段階で追加，充実化され維持管理段階で
の効率的な活用を図る」と，3次元モデルを導入
することに主眼が置かれていたが，原則適用を開

始した 2023 年度には「BIM/CIMとは，建設事業
で取り扱う情報をデジタル化することにより，調
査・測量・設計・施工・維持管理等の建設事業の
各段階に携わる受発注者のデータ活用・共有を容
易にし，建設事業全体における一連の建設生産・
管理システムの効率化を図ることである。受発注
者の生産性向上を目的に，直轄土木業務・工事に
BIM/CIMを適用し，取り組むものとする」と，
3次元モデルにかかわらずデジタルデータを活用
し，生産性向上に取り組むことに変化している。
このように，ソフトウェアや PC環境の変化，
デジタル技術の進展に伴い，BIM/CIMは形を変
えながら取り組みを進めてきている。これらの状
況を踏まえ，国土交通省では関係団体と 1年間に
わたって議論し，令和 7年 3 月に「BIM/CIM取
扱要領」1）として BIM/CIMの考え方や実施内容
を整理し，公表したところである。
本稿では，BIM/CIM取扱要領に記載している
内容を中心に，国土交通省のBIM/CIMの取り組
み状況について報告する。

2.　BIM/CIMの目的と活用ツール

前述のとおり，BIM/CIMは 3 次元モデルを活
用することから始まりはしたが，現在ではデジタ
ルデータを活用し生産性を高めること，と定義が

国土交通省におけるBIM/CIMの
取り組みと今後の展開について

国土交通省 大臣官房 参事官（イノベーション）グループ　企画専門官　桝
ます
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8 建設マネジメント技術　　2025 年 6 月号
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